
令和７年３月２８日策定

公共下水道事業

特定環境保全下水道事業

１．経費回収率向上に向けたロードマップ
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２．業績目標
　１）取組内容

 　　・ストックマネジメント計画に基づく適正な投資事業（老朽化対策,耐震化等）の実施　　　

　　・水洗化率向上による下水道使用料収入の確保

　　・経営戦略の定期的な見直し及び適正使用料単価の検証による事業運営の適正化

　２）使用料の見直し

　　・使用料については、経営戦略更新の翌年度に改定の必要性を検討し、必要に応じて改定を行う。

　３）業務目標

　　・経費回収率１００％以上確保を目指す。

〇 〇

検討

経費回収率向上に向けたロードマップ

　国土交通省「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進について」（令和2年7月21日付け国水下企第34号）に　基
づき、経費回収率の向上に向けたロードマップを以下に示します。

　　　　　　　　　　年　度
　項　目

経 営 戦 略 計 画 期 間

〇

検討
使 用 料 改 定 検 討

〇

〇経 営 戦 略 見 直 し

ストックマネジメント計画期間

ストックマネジメント計画見直し



◇令和10年度に２０％の使用料改定を行った場合

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

　但し、使用料の改定は市町民に与える影響が大きいため、使用料改定の時期や改定率の決定に向けた詳細な　検
討を令和７、８年度に行います。
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